
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

 

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 40.3 36.6 36.0 30.0 49.0平均値      平均値      

当該値      

H24 H25 H26

当該値    

全体総括
クリエイト菅谷における宿泊、体験施設の利用につ
いて利用者受入れ、料金取扱い等適切に運営管理が
できており、また、維持管理部分においては広大な
敷地にもかかわらず常に景観維持に係る除草作業等
を行い、施設目的に基づき管理運営されていること
が高く評価できる。また、閑散期の休日設定など具
体的な経営改善の取組に努められている。さらに、
自主事業による経営状況の安定化へ向けた積極的な
取組もみられ、今後の展開を期待する。

87,919

⑩設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28

33,900

H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑨施設の資産価値(千円)

平均値 △5,593 △7,656 △10,899 △10,769 △11,424平均値 1.6 △22.0 △317.0 △21.5 △25.8平均値 36.5 36.9 209.9 39.2 43.1

「施設の効率性」 「人件費負担」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

2.資産等の状況

△6,465当該値 △2.1 0.4 0.0 0.0 0.0

平均値 15.4 14.9 14.5 16.0 14.6

当該値 △4,893 △9,135当該値 49.2 49.4 60.7 54.3 66.4当該値 16.0 15.8 14.8 16.5 12.5

3. 利用の状況について
①宿泊施設利用者数（宿泊者数）4,475人
②施設利用者数（日帰り者数）2,073人
③体験施設利用者数（テニス、ドーム）3,196人
④自主事業利用者数（魚、土夢木夢、食堂）5,314
人
　　合計　15,058人
　宿泊利用者及び日帰り利用者ともに増加してお
り、トータルの利用者数は年々増加傾向である。ま
た、自主事業利用者も増加しており、今後新たな展
開も図る。
　課題としては、利用者は増加するものの、日帰り
利用の場合客単価が低いため、宿泊に繋げるための
情報発信等仕組み検討が必要と考えている。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

△6,534 △9,190

19,759 施設整備から25年以上が経過しており、経年劣化が
進んでおり、今後修繕増加が懸念されるため、計画
的に劣化箇所の修繕を行う必要がある。「経常損益」 「他会計補助金割合」 「他会計補助金額」 「都道府県延宿泊者数に対する割合」

41.2 37.3 38.9 平均値 16,675 27,599
2. 資産等の状況について

平均値 84.2 87.8 89.0 93.0 89.8 平均値 36.5 34.1

当該値 1,686 1,571 1,252 1,774 1,358当該値 61.6 33.7 30.3 35.2 33.1

4,581 41,279

当該値 97.9 100.4 100.0 100.0 100.0

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
当該施設は指定管理者による管理運営をしており、
指定管理者と連携しながら、広大な施設の除草等の
管理をしっかりしながらも、経費節減等の取り組み
として、民間経営のノウハウを活かし、自主事業収
入を含めた経営状況の安定化や、閑散期の休日設定
など具体的な経営改善の取り組みに努めている。自
主事業のひめの餅の製造販売については顧客ニーズ
に合った商品改善による顧客数の大幅増加へ繋げて
おり、地域拠点としての新たな6次化施設稼働によ
る展開も今後狙っていく。
収入増へ向けた、積極的な情報発信や、魅力アップ
の取り組みも指定管理者と連携し拡充実施してい
く。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 該当数値なし 582 98 無 47.2 無 【】

分析欄

利用料金制 0.0 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ１ 非設置 1,930

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県真庭市　クリエイト菅谷

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

 

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 41.7 46.8 31.0 18.3 11.9平均値      平均値      

当該値      

H24 H25 H26

当該値    

全体総括
市が取り組んでいる、地域振興事業になくてはなら
ない施設であり、周辺の施設、団体と連携すること
で、地域に愛される存在となっている。
また、恵まれた自然環境や地域の魅力を感じてもら
うことを前面に出した経営を行うことで、教育旅行
だけでなく一般観光客に対しての魅力度向上を進め
ていく。
施設の多くで老朽化による劣化がみられるが、計画
的かつ効率的な改修を行っていく。

582,910

⑩設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28

131,199

H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 25.0 20.0 23.0 25.0 22.0 

⑨施設の資産価値(千円)

平均値 △4,003 △4,441 △5,233 △10,636 △9,903平均値 △64.2 △1,656.9 △14.0 △12.3 △13.3平均値 35.1 35.5 36.0 35.8 37.3

「施設の効率性」 「人件費負担」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

2.資産等の状況

160当該値 △1.0 4.0 2.0 △3.0 △1.0

平均値 22.3 22.2 22.0 22.6 22.6

当該値 △1,094 5,622当該値 48.0 43.0 45.0 48.0 48.0当該値 14.8 17.1 16.1 16.3 16.2

3. 利用の状況について
スキー場、キャンプ場等の利用者については、天候
の影響により大きく変動するため、安定した利用が
見込める教育旅行や体験ツアーの宿泊者の増加に積
極的に取り組む。
閑散期の宿泊者の取り込みが課題である。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

3,742 △1,410

2,401 各施設の老朽化が進んでおり今後の設備投資につい
ては、施設運営の将来計画を踏まえて適切に行って
いく必要がある。「経常損益」 「他会計補助金割合」 「他会計補助金額」 「都道府県延宿泊者数に対する割合」

34.1 35.3 31.9 平均値 2,452 2,114
2. 資産等の状況について

平均値 103.4 107.3 94.3 95.5 96.2 平均値 31.3 39.9

当該値 2,937 3,555 3,430 2,676 3,412当該値 60.0 100.0 110.0 64.0 99.0

2,284 3,043

当該値 99.0 100.0 102.0 97.0 98.0

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
一般会計からの繰入金への依存度が高い状態が続い
ている。
平成２７年度からは、単年度収支が赤字となってお
り、早急かつ実効性のある改善に取り組む必要があ
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 該当数値なし 3,177 90 無 100.0 有 【】

分析欄

利用料金制 20.2 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ２ 非設置 7,173

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県真庭市　真庭市営津黒高原荘

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


